
 

 

「安全地帯」としての図書館 

医療人育成センター 教育開発研究部門 

教授 杉村 政樹 

 

昨年まで新型コロナウィルス感染症による、図書館の利用制限がありまし

たが、もし自分の学生時代に同じようなことがあったら、進級も危うい状況

に陥っていたのではないかとしみじみ思っていました。幸い、感染症の区分

が下がったことにより、日常を取り戻して元の姿になり、安心しています。 

この場を借りて、自分の生活と図書館について考えてみたいと思います。 

私は、小学生のころから勉強というよりは、その時に興味を持った事柄に

ついて調べたり、借りたりするため、近所の図書館に通い詰めて、何度も同

じ本を借りていました。そのためか、中学・高校・大学を通して何かにつけて学校の図書館のみ

ならず、市内の図書館、他学の図書館に通っていました。当時の自分が図書館を好んで利用した

のは、私自身、きょうだいがなく一人っ子だったため、図書館で本を読んでいると、本の世界に

入り込んで、自由に想像をふくらませることができ、かつ時間を潰せたことと、図書館は静かな

場所で、外野からの制約がなく、自分で自由に過ごすことができた、ということもあったかと思

います。ある意味、自分にとっての「安全地帯」だったかもしれません。 

大学生になってからは、当時の札幌医科大学の進級制度が今よりも厳しかったため、学年全体

で試験対策にあたる風潮がありました。そのため、図書館は「試験対策」の作成と試験勉強のた

めの場となってしまいました。本学の附属図書館もよく利用しましたが、集中するために、試験

時期が異なる北海道大学の医学部図書館、札幌市中央図書館もよく利用したものです。（当時は学

外者は北海道大学構内に車乗り入れが可能で、駐車証も発行してくれました。古き良き時代です・・）

このように、試験に追われた大学生活でしたが、それでも自分にとっての「安全地帯」である図

書館では、様々な本に出会うことができました。 

 現在、自分は教育部門に所属していますがもともとはバリバリの臨床医で、市中病院を経て離

島の病院に勤務していました。離島という特殊性もあり、地域医療研修の研修医、学生がひっき

りなしに来島するので、何かと教育しなければなりません。所用で、札幌に戻るついでに、久し

ぶりに立ち寄った図書館で、偶然、マルカム・ノールズの「成人教育の現代的実践」という、今の

高等教育のあり方を導き出してくれる本と出会い、医学教育への興味、実践につながりました。

自分にとっては人生の大きな転換となりましたが、出会う本というものは、そういう力をもって

いるものだなと、今になって思っています。 

学生の皆さんは、本が好きですか。素敵な本と出会っていますか。本学の附属図書館は、DXを

反映した最先端な設備を有しています。今は紙の本のみならず、webベースでたくさんの本や情

報にアクセスでき、自宅でも画面を通してたくさんの本を読むことができるようになりました。

しかしながら、「安全地帯」の場としての図書館はDXが進んでも永遠に健在でしょう。あまり図

書館に出向かない学生も、たまには図書館に立ち寄って、何気ない一冊、手に取ってみてくださ

い。素敵な本と出会い、充実した学生生活を送ることができるよう願っています。
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読める電子ブックを探そう！ 

電子ブックサーチ 

タイトルまたはISBNで

検索ができます。 

 

読みたい電子ブックの

キーワードを入れて検

索をすると、タイトル

にキーワードの入った

電子ブックが一覧で表

示されます。 

電子ブックサーチは、

図書館HPの上部タブか

ら利用できます。 

検索結果一覧です。 

青字の「フルテキスト

を見る」をクリックす

ると電子ブックのペー

ジに飛びますので、利

用を開始してくださ

い。 

主な利用条件（一部） 

※ダウンロードしたデー

タの改変、公開、他人へ

の譲渡は禁止されており

ます。禁止行為について

の詳細は各提供元でご確

認ください。 

[Medical*Online  

E-Books Library ] 

・同時アクセス無制限 

・10ページまでダウン

ロード＆印刷可能 

・サムネイル表示 

   [Maruzen  

     eBook Library]  

・同時アクセス数１ 

・60ページまでダウン

ロード＆印刷可能 

・動画コンテンツ多数 

 

読みたい本を読みたいときに 

電子ブックカード 

表 裏 

 ただいま、図書館2階アクティブラーニングエリア、

4階掲示板にて配布中です。4階では、●医学部向け、

●看護学科向け、●理学療法学科向け、●作業療法学科

向けにオススメタイトルを揃えましたので、気になる

カードがありましたらぜひお持ちください！ 

How to Use 電子ブックカード ? 

カードを手に入れる QRコードにアクセス 
「本文を読む」を 

  タップして利用開始！ 

① ② ③ 

 QRコードを読み込むことで、簡単に電子

ブックを利用することが出来るカードです。学

内環境orリモートアクセスでご利用ください。 

※DL不可も 

 あります。 

利用サービス 内線：24170/24180 Email：libserv@sapmed.ac.jp 

2階 4階 



図書館活用方法 

 
STEP3 

検索結果から 
各出版社HPへGO! 

 

読みたい雑誌タイトルの 
                 をクリック    

「電子ジャーナル」と聞くと、国外（英文）の雑誌を想像していませんか？ 

図書館では、冊子体から電子ジャーナルへの切り替えを順次進めており、国外だけ

でなく国内の雑誌も読める誌数が増えてきました！ 

次の手順で探すことができますので、ぜひご利用ください。 

STEP1 
電子ジャーナルサーチに 

アクセス 
 

情報センター図書館HP 
         ▶            

国
内
雑
誌
も 

電
子
で 

読
め
ま
す
。 

STEP2 
読みたい雑誌を 

検索 
 

雑誌タイトルやISSN等入力 
                ▶            

Extra1 
学外からは 

リモートアクセス ご
不
明
な
点
は 

下
記
連
絡
先
ま
で
。 

図書係  内線: 24160/24260  Email: book@sapmed.ac.jp 

 ログインには、SAINSのID/PWが必要です。     【不正利用注意喚起】    

「電子ジャーナルサーチ」は、図書館HPの上部タブから利用できます。 

雑誌によって閲覧可能な期間が異なりますのでご確認ください。 

から！     

Extra2 
大量ダウンロード等 
不正利用に要注意 

 

電子ジャーナル利用の際は 
ルールを守りましょう！ 



電子申請システムをご存じですか？ 

 2023 年 3 月より新たに電子申請システムを導入しております。これまで紙で取り扱ってい

た申請を、システム上で行うことができるようになりました。電子申請システムは学外からでも

アクセス可能なため、自宅等から各種申請を行うことができます。利用までの流れは以下のとお

りとなります。 

■電子申請利用の流れ 

（1）情報センターホームページより、管理区分アカウント作成の申請を行う。 

（2）情報センターより通知する ID とパスワードを使いシステムにログイン。 

（3）利用マニュアルに沿って電子申請を作成し公開する。 

※管理区分アカウントを作成できるのは学内の教職員のみとなります。 

利用方法等の詳細は下記 URL リンクに掲載しております。 

 

 

 

■情報センター各種提供サービスについて 

2023 年 9月より情報センターにて提供している各種サービス利用に係る申請についても電

子申請システム上で申請ができるようになりました。（一部申請を除く） 

申請先は下記 URL リンクに掲載しております。 

【情報センターホームページ：各種サービス利用申請】 

https://infonavi.sapmed.ac.jp/jpn/internal/6301/ 

ぜひご利用ください。システムに係るお問い合わせ先は以下の連絡先までお願いいたします。 

総務・システム係 内線: 22390/22490 Email: icccj@sapmed.ac.jp 

 

 

【情報センターホームページ：電子申請システムの利用について】 

https://infonavi.sapmed.ac.jp/jpn/internal/6187/ 

◆総合情報センターへのお問い合わせ先 

お問い合わせ内容 内 線 E-mail 照会先 

図書館の利用に関すること 24240 libserv@sapmed.ac.jp 利用サービス（カウンター） 

文献複写依頼に関すること 24250 illr@sapmed.ac.jp 利用サービス（カウンター） 

図書・雑誌に関すること 24230 book@sapmed.ac.jp 図書係 

札幌医学雑誌に関すること 24160 satuisi@sapmed.ac.jp 図書係 

メールアドレス、LAN への機器接続に関すること 22390 icccj@sapmed.ac.jp 総務・システム係 

図書館へのご意見・ご要望に関すること 24170 libserv@sapmed.ac.jp 利用サービス 
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